
一
番
ヶ
瀬
元
会
長
の
カ
リ
ス
マ
性
に
す

が
り
な
が
ら
維
持
さ
れ
て
き
た
日
本
福
祉

文
化
学
会
は
、
元
会
長
の
ご
逝
去
に
よ
り

大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
き
た
。
元
会

長
と
共
に
歩
ん
で
来
ら
れ
た
方
々
が
大
量

に
学
会
を
去
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
多
く
の
会
員
の
支
え
や
努
力
に
よ
り
、

大
幅
な
会
員
減
は
何
と
か
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
新
体
制
に
は
、
今
後
、
会

員
増
を
念
頭
に
入
れ
た
魅
力
あ
る
学
会
作

り
が
求
め
ら
れ
て
い
く
。

私
た
ち
も
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
結

集
や
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
魅
力
あ
る
取

り
組
み
の
創
出
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
、

①
「
福
祉
文
化
」
概
念
の
明
確
化
、
②

実
践
力
の
向
上
、
③
研
究
力
の
向
上
、
④

実
践
と
研
究
の
融
合
、
⑤
こ
れ
ら
を
具
体

化
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
計
画
化
、

⑥
将
来
構
想
の
明
確
化
、
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
具
体
化
す
る
た

め
に
、
各
種
委
員
会
を
含
め
た
横
断
的
な

検
討
の
機
会
を
設
け
た
り
、
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
対
処
し
て
き
た
。

現
在
は
震
災
関
係
の
取
り
組
み
を
加
え

て
、
継
続
し
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
て

い
る
。
新
体
制
で
は
、
こ
う
し
た
様
々
な

取
り
組
み
の
深
化
・
発
展
が
求
め
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
研
究
委
員
会
主
催
の
「
福
祉
文

化
よ
も
や
ま
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
中
か
ら
新

し
い
提
案
が
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
薗
田

顧
問
か
ら
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、「『
福

祉
文
化
』
と
い
う
概
念
を
曖
昧
な
ま
ま

に
無
批
判
に
受
け
入
れ
」、「『
福
祉
文
化
』

概
念
に
閉
じ
こ
も
っ
て
文
化
の
多
義
性
に

目
を
向
け
ず
に
漫
然
と
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
今
後
は
、「『
優

れ
た
福
祉
文
化
実
践
』
を
追
う
こ
と
ば
か

り
に
目
を
向
け
る
」
の
で
は
な
く
、「『
平

凡
』
で
『
陳
腐
』」
な
も
の
に
こ
そ
目
を

向
け
な
が
ら
、「『
文
化
』
の
多
義
性
を
批

判
的
に
考
察
」
し
、『
説
得
力
の
あ
る
「
福

祉
文
化
』
論
を
構
築
」
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

質
的
に
豊
か
な
魅
力
あ
る
学
会
と
す
る
た

め
に
、
新
体
制
で
は
、「『
平
凡
』
で
『
陳

腐
』
な
も
の
」
に
価
値
を
見
い
出
し
な
が

ら
、「
説
得
力
の
あ
る
『
福
祉
文
化
』
論

を
構
築
」
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
福
祉
文
化
学
会
で
は
２
年
に

１
度
の
評
議
員
選
挙
の
年
を
迎
え
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
積
極
的
な

選
挙
の
参
加
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

本
会
の
更
な
る
発
展
を
一
緒
に
考
え

る
人
選
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

選
挙
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
記
の

通
り
で
す
。選

挙
人
名
簿
を
全
会
員
に
送

付
、
評
議
員
投
票
開
始

投
票
締
め
切
り
・
開
票

新
評
議
員
の
選
任

新
評
議
員
候
補
者
顔
合
わ
せ

理
事
会
・
評
議
委
員
会
で
選

出
。
会
員
総
会
で
承
認

平
成
27
年

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
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第
６
期

『
評
議
員
選
挙
─
新
体
制
が

求
め
ら
れ
る
も
の
』

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

会
長　

河
東
田 

博

4
月

4
月

5
月

7
月

9
月

10
月

『
評
議
員
選
挙
』

現
在
の
役
員
構
成
は
左
記
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
順
不
同
敬
称
略
）

会　

長
：
河
東
田　

博

副
会
長
：
石
田　

易
司
、
島
田　

治
子

顧　

問
：
薗
田　

碩
哉

理
事
（
19
名
）
：
越
前
谷　

賢
一
、
大

澤　

澄
男
、
石
井　

バ
ー
ク
マ
ン
麻

子
、
梅
津　

迪
子
、
平
田　

厚
、
岡

村　

ヒ
ロ
子
、
和
泉　

と
み
代
、
川

田　

美
由
紀
、
雨
宮　

洋
子
、
馬
場

清
、
國
光　

登
志
子
、
多
田　

千
尋
、

マ
ー
レ
ー　

寛
子
、
稲
田　

泰
紀
、

遠
藤　

美
貴
、
安
倍　

大
輔
、
木
村

た
き
子
、
渡
邊　

豊
、
磯
部　

幸
子

評
議
員
（
8
名
）
：
沈　

潔
、
厚
美　

薫
、
天
野　

勤
、
池　

良
弘
、
浮
田

千
枝
子
、
加
登
田　

恵
子
、
小
沼　

肇
、
佐
々
木　

隆
夫

監　

事
：
齋
藤　

孝
夫
、
前
嶋　

元



の
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
い
ま
だ
に
行
き
つ

戻
り
つ
の
復
興
状
況
に
あ
る
。
島
民
の
疲

労
感
は
時
間
を
追
う
ご
と
に
深
ま
る
ば

か
り
。
そ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、

2
0
1
4
年
1
月
、
島
田
治
子
会
員
ら
7

人
の
発
起
人
に
よ
り
「
気
仙
沼
大
島
キ
ラ

キ
ラ
母
ち
ゃ
ん
ズ
」
を
立
ち
上
げ
、
島
で

採
れ
る
柚
子
を
中
心
に
、
大
島
な
ら
で
は

の
食
べ
物
を
製
造
・
販
売
す
る
こ
と
で
、

大
島
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

2
0
1
4
年
4
月
20
日
（
日
）
に
大
島

で
開
か
れ
る
「
つ
ば
き
マ
ラ
ソ
ン
」
で
「
キ

ラ
キ
ラ
母
ち
ゃ
ん
ズ
」
は
食
べ
物
販
売
を

行
い
、イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

資
金
づ
く
り
を
す
る
予
定
。

ま
た
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
長
尾
玲
子
会

員
が
、
2
0
1
3
年
末
か
ら
島
の
女
性
を

●
中
部
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

「
家
庭
・
家
族
と
つ
な
が
る
“
ご
近
所
”

の
再
構
築
の
決
め
手
は
一
体
何
か
」
を

テ
ー
マ
に
『
公
開
型
研
修
会
』
を
展
開

─
若
者
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
と
社
会
教
育

と
社
会
福
祉
の
融
合
に
取
り
組
む
─

静
岡
福
祉
文
化
を
考
え
る
会
活
動
を

通
じ
て
、
中
部
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
長
寿
者
を
地
域
や
家

庭
で
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
専
門
領

域
の
関
係
機
関
・
団
体
や
特
定
市
民
の
関

係
者
中
心
と
し
た
研
修
の
機
会
を
設
け
る

だ
け
で
は
な
く
、“
専
門
性
と
市
民
性
を

融
合
”
し
た
市
民
参
加
・
公
開
型
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
、
い
か
に
し
て
「
わ

か
る
福
祉
」
そ
し
て
「
見
え
る
福
祉
」
に

よ
る
学
び
の
場
必
要
か
を
課
題
に
「
調
査

研
究
事
業
」「
実
践
活
動
事
業
」「
啓
発

学
習
事
業
」
の
3
つ
の
事
業
に
精
力
的
に

と
り
く
ん
だ
。

中
で
も
「
若
者
の
存
在
と
地
域
参
加

を
い
か
に
し
て
提
供
で
き
る
か
」「
福
祉

問
題
を
単
に
福
祉
領
域
だ
け
で
解
決
し
て

い
こ
う
と
す
る
地
域
社
会
を
改
善
す
る
こ

と
が
出
来
る
か
、
社
会
教
育
と
社
会
福
祉

の
融
合
を
課
題
提
起
と
す
る
」「
ご
近
所

福
祉
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の

中
に
地
域
住
民
が
行
き
来
で
き
る
居
場
所

（
社
会
資
源
の
発
見
と
有
効
活
用
）」「
地

域
住
民
一
人
一
人
の
地
域
の
担
い
手
と
し

て
の
出
番
を
考
え
る
」
等
の
学
習
テ
ー
マ

を
展
開
し
た
。

今
年
度
は
7
7
7
名
の
方
が
参
加
し
て

5
回
の
『
公
開
型
研
修
会
』
を
開
催
し
た
。

●
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

昨
年
11
月
23
日
、
近
江
八
幡
の
社
会

福
祉
法
人
小
羊
会
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
む
ベ

の
里
」
を
訪
問
し
、
現
場
セ
ミ
ナ
ー
を
①

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

②
実
践
報
告
（
施
設
長
マ
ー
レ
ー
寛
子
会

員
「
む
ベ
の
里
の
取
り
組
み
と
地
域
に
お

け
る
役
割
」、
冨
澤
公
子
会
員
「
奄
美
群

島
か
ら
み
る
長
寿
と
幸
せ
な
老
い
」）
の

内
容
で
開
催
し
た
。
①
で
は
、
習
字
・
健

康
体
操
・
音
楽
か
ら
1
つ
選
び
、
参
加
し

た
。
見
事
な
腕
前
の
習
字
、
広
告
で
作
っ

た
お
手
製
の
棒
を
使
っ
た
青
空
の
も
と
で

の
健
康
体
操
、
発
表
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を

披
露
し
た
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
演
奏
。
石
田

副
会
長
も
飛
び
入
り
で
演
奏
し
、
笑
い
を

誘
っ
た
。
②
で
は
、
マ
ー
レ
ー
会
員
か
ら

「
む
ベ
の
里
」
の
由
来
、理
念
・レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
利
用
者
間
の
相
互
関
係

等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
冨
澤
会
員
は
自
主

制
作
し
た
D
V
D
を
上
映
し
、
奄
美
群
島

に
脈
々
と
根
付
く
祖
礼
文
化
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
つ
く
り
、
だ
れ
も
が
ご
く
あ
た

り
前
に
長
寿
を
め
で
た
い
と
捉
え
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
た
。
D
V
D
は
百
歳
以
上

の
高
齢
者
・
支
え
る
家
族
・
地
域
の
方
々

の
表
情
、
祭
り
の
情
景
・
島
の
文
化
を
見

事
に
映
し
出
し
て
い
た
。

大
分
大
会
で
の

報
告
を
目
指
し
て

研
究
委
員
会
で
は
、
昨
年
9
月
の
東
京

大
会
に
お
い
て
「
福
祉
文
化
研
究
の
ね
ら

い
と
方
法
」
と
題
し
た
報
告
を
薗
田
碩
哉

顧
問
よ
り
し
て
い
た
だ
き
、「
文
化
」
の

4
つ
の
視
座
か
ら
み
た
福
祉
文
化
研
究
の

あ
り
方
に
つ
い
て
討
議
を
行
っ
た
。

●
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
3
年
11
月
2
日
（
土
）、
3
日

（
日
）
に
「
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
き
が

い
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜
地
産
地
消

の
食
事
づ
く
り
の
実
践
か
ら
〜
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
福
井
県
鯖
江
市
で
現
場
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
障
が

い
の
あ
る
方
本
人
や
ご
家
族
、
就
労
・
福

祉
施
設
職
員
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
従
事
者
、市
議
会
議
員
、

一
般
の
方
等
68
名
が
参
加
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
障
が
い
の
あ
る
人
の
仕
事
の
場

を
創
出
し
た
好
事
例
と
し
て
、
福
井
県
鯖

江
市
の
N
P
O
法
人
・
小
さ
な
種
こ
こ
る

の
「
食
事
づ
く
り
」
の
取
組
を
理
事
長
の

清
水
孝
次
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
次

に
福
井
大
学
障
害
者
就
労
支
援
室
の
ア

ド
バ
イ
ザ
伊
藤
昭
彦
さ
ん
に
活
動
報
告
を

お
願
い
し
た
。
そ
の
後
石
井
バ
ー
ク
マ
ン

か
ら
、
1
9
8
0
年
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
の
「
障
が
い
者
が
地
域
で
生
き
る
」
と

今
後
は
こ
の
方
向
性

を
引
き
継
い
で
、
大
分

大
会
に
お
い
て
何
ら
か

の
報
告
が
で
き
る
よ
う

に
「
福
祉
文
化
よ
も
や

ま
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開

催
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
ま
ず
は
手
始
め
に

3
月
2
日
（
日
）、
新

た
な
メ
ン
バ
ー
も
加

わ
っ
て
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
の
『
福
祉
文
化
研

究
』
掲
載
論
文
を
「
4

つ
の
視
座
」か
ら
分
析
、

福
祉
文
化
研
究
の
あ

り
方
を
考
え
る
と
と
も

に
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で

使
い
や
す
い
定
義
の
提

案
及
び
論
文
査
読
に
あ

た
っ
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
、
ま
た
ゼ
ミ

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
福
祉
文
化
研
究
の
モ
デ

ル
研
究
に
な
る
よ
う
な
論
文
、
レ
ポ
ー
ト

の
提
示
を
行
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

報
告
書
を
2
0
1
4
年
度
末
に
向
け
て
進

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
2
月
に
行
わ
れ
た

韓
国
で
の
国
際
現
場
セ
ミ
ナ
ー
で
培
っ
た

交
流
を
、
関
西
中
心
に
継
続
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
た
。
国
際
現
場
セ
ミ
ナ
ー
の

時
、
現
地
で
活
躍
し
て
く
れ
た
日
本
の
大

学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
た
ち
と
研
究
会

を
通
し
て
交
流
を
重
ね
た
。
ま
た
、
韓
国

の
大
学
か
ら
は
、
夏
と
冬
2
回
に
渡
っ
て

教
授
陣
や
大
学
院
生
が
来
日
さ
れ
た
。
今

年
2
月
に
来
日
さ
れ
た
時
に
は
、
大
阪
で

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
懇

親
会
が
催
さ
れ
た
。
昨
年
の
国
際
現
場
セ

ミ
ナ
ー
の
参
加
者
に
も
お
声
を
か
け
た
と

こ
ろ
、
関
東
か
ら
も
参
加
さ
れ
賑
や
か
な

交
流
の
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。ま
た
、

来
年
度
、
大
分
で
行
わ
れ
る
学
会
大
会
へ

の
参
加
を
韓
国
の
大
学
院
生
に
対
し
て
呼

び
掛
け
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
地
道
な
交

流
が
継
続
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。
今
後
、
学
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な

国
際
交
流
を
持
っ
て
い
き
た
い
か
を
理
事

会
を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

2
0
1
2
年
と
2
0
1
3
年
9
月
に

現
場
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
気
仙
沼
大

島
は
、
生
計
の
中
心
で
あ
っ
た
魚
介
類
へ

対
象
に
キ
ル
ト
教
室
を
始
め
て
お
ら
れ
、

2
か
月
に
1
回
程
度
開
催
予
定
。
石
田
易

司
会
員
は
5
、
6
、
7
、
8
月
と
12
月
に

実
施
し
た
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

を
今
年
度
も
計
画
中
。

今
年
は
こ
の
よ
う
に
会
員
が
気
仙
沼
大

島
と
い
う
場
面
と
、
自
分
の
活
動
を
融
合

さ
せ
る
形
で
、
被
災
者
支
援
活
動
を
展
開

す
る
予
定
。
で
き
れ
ば
、
現
場
セ
ミ
ナ
ー

も
気
仙
沼
大
島
と
飯
館
村
で
実
施
し
た

い
。
日
程
が
明
確
に
な
れ
ば
、
皆
さ
ん
に

も
連
絡
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
会
員
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協

力
に
よ
り
福
祉
文
化
通
信
（
年
3
回
）
の

発
行
及
び
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
な

ど
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

他
学
会
な
ど
と
の
情
報
連
携
や
講
座
案

内
な
ど
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

次
年
度
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色

あ
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
会

員
の
皆
さ
ま
と
の
情
報
連
携
を
更
に
進
め

る
べ
く
、
希
望
さ
れ
る
方
へ
『
ブ
ロ
ッ
ク

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
』
の
設
置
を
行
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
4
月
に
事
務
局
か

ら
の
登
録
希
望
と
り
ま
と
め
（
仮
称
）
用

紙
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
記
入
し
事
務
局

ま
で
返
信
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
う
大
き
な
政
策
転
換
の
中
で
ス
タ
ー
ト

し
た
知
的
障
が
い
者
と
職
員
に
よ
る
、
お

そ
ら
く
は
世
界
初
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
成
立

と
活
動
の
展
開
を
、
当
時
の
歴
史
的
な
背

景
を
踏
ま
え
て
報
告
を
し
た
。
報
告
後
の

会
場
と
の
意
見
交
換
は
活
発
に
行
わ
れ
、

30
名
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
が
集

ま
っ
た
。
2
日
目
は
N
P
O
法
人
・
小
さ

な
種
こ
こ
る
の
フ
ァ
ー
ム
を
訪
問
し
、
し

い
た
け
栽
培
や
野
菜
作
り
の
実
際
を
見
学

し
た
。

現場セミナーの様子

今後のあり方を語る園田顧問

よもやまゼミナールの様子

韓国の研究者たちとの交流会

現
場

セ
ミ
ナ
ー

報
告

現
場

セ
ミ
ナ
ー

報
告

公
開
型

研
修
会

報
告

研
究

委
員
会

報
告

国
際
交
流

委
員
会

報
告

災
害
と

福
祉
文
化

委
員
会

広
報

委
員
会

報
告

日
本
福
祉
文
化
学
会

ブ
ロ
ッ
ク
・
委
員
会

動
活

告
報

石
井

バ
ー
ク
マ
ン

麻
子

マ
ー
レ
ー

寛
子

平
田
　厚

石
田 

易
司

岡
村
ヒ
ロ
子

馬
場
　清

稲
田 

泰
紀



の
限
定
的
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
成
果
で
し

か
な
い
と
も
い
え
る
。
限
界
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
ひ
と
え
に
企
画
者
側
の
責
任
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
に
お
け
る
本
学
会
の

研
究
成
果
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
場
合
、フ
ォ

ロ
ー
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
意
味

の
あ
る
論
文
を
掲
載
で
き
た
と
思
う
。

〜
中　

略
〜

「
福
祉
文
化
」
も
同
じ
で
、
福
祉
文
化
の

運
動
や
実
践
活
動
と
福
祉
文
化
活
動
と
は
関

心
の
置
き
ど
こ
ろ
が
違
う
場
合
も
あ
る
が
、

し
か
し
「
福
祉
文
化
学
」
は
最
終
的
に
福
祉

文
化
を
支
え
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

発
展
に
独
自
の
視
点
か
ら
寄
与
す
る
関
係
に

あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
巻
の
読
者
は
、
福
祉

文
化
に
つ
い
て
の
新
た
な
発
見
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

（
本
著
「
読
ん
で
い
た
だ
く
前
に
」
か
ら
抜
粋
）

2
0
1
3
年
度

第
3
回
理
事
会
報
告

●
2
0
1
4
年
2
月
28
日
ま
で
に

ご
入
会
さ
れ
た
方
の
お
名
前
と
所

属
ブ
ロ
ッ
ク
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

個
人
会
員
：

　

鈴
木　

尚
正
（
関
東
）

　

小
野
寺
千
鶴
（
関
東
）

　

脇
屋　

和
美
（
北
陸
）

　

今
井　

慶
宗
（
関
西
）

新
規
加
入
者
紹
介

21
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
10
年
、
日
本
福
祉

文
化
学
会
が
創
立
20
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ

で
、
学
会
企
画
の
新
・
福
祉
文
化
シ
リ
ー
ズ

全
5
巻
の
刊
行
が
決
め
ら
れ
た
。
す
で
に
刊

行
は
最
終
場
面
を
迎
え
ね
最
終
巻
と
な
る
こ

の
第
5
巻
は
、
福
祉
文
化
の
理
論
を
扱
う
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
経
過
と
し
て
は
、
理
事

会
の
議
決
を
経
て
研
究
委
員
会
に
こ
の
巻
の

企
画
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。

研
究
委
員
会
と
し
て
は
、
福
祉
文
化
の
諸

実
践
の
到
達
点
を
集
約
し
、
あ
る
い
は
ま
た

理
論
面
の
成
果
を
整
理
す
る
こ
と
等
の
企
画

2
0
1
4
年
1
月
25
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
か
ら
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
最
大
の
議
題
は
2
0
1
4
年
度
に
行
わ

れ
る
第
6
期
日
本
福
祉
文
化
学
会
の
役
員
選

挙
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
選
挙
管
理
委

員
等
の
選
任
で
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
に
は
三
岳
貴
彦
氏
お
よ

び
松
原
徳
和
氏
を
選
任
。
ま
た
立
会
人
に
は

善
本
真
弓
氏
と
大
江
緑
氏
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。4

月
半
ば
に
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
選
挙
に

関
す
る
書
類
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
5
月

半
ば
に
は
開
票
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
の
後
、

10
月
4
．
5
日
の
第
25
回
全
国
大
会
別
府
大

会
で
新
役
員
体
制
が
決
定
し
ま
す
。
新
し
い

時
代
の
日
本
福
祉
文
化
学
会
を
リ
ー
ド
し
て

下
さ
る
役
員
選
出
に
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
下
さ

を
小
坂
享
子
前
理
事
と
の
数
度
の
打
ち
合
わ

せ
で
考
え
て
き
た
が
、
第
1
巻
「
福
祉
文
化

と
は
何
か
」
を
は
じ
め
既
刊
と
だ
い
ぶ
重
複

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
研
究
委
員

会
と
し
て
は
重
複
を
で
き
る
だ
け
さ
け
な
が

ら
、
福
祉
文
化
の
理
論
上
の
テ
ー
マ
を
並
べ

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
。

〜
中　

略
〜

学
会
は
、
本
来
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
を
包
括

し
た
成
果
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、

こ
こ
で
カ
バ
ー
し
た
研
究
は
限
定
し
た
領
域

い
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

他
に
は
2
0
1
3
年
度
活
動
報
告
（「
福

祉
文
化
研
究
」
23
号
巻
末
資
料
に
掲
載
）
と

2
0
1
4
年
度
事
業
計
画
の
具
体
的
提
案
な

ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
支
援
関
係
の
支
援
活
動
で
は
、
気
仙

沼
大
島
に
お
い
て
、
新
た
な
動
き
（
柚
子
を

使
っ
た
製
品
づ
く
り
と
キ
ル
ト
教
室
の
定
例

開
催
）
も
始
ま
り
、
学
会
と
し
て
も
皆
さ
ま

に
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
支
援
の
輪
を
広
げ

て
い
く
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
1
4
年
度
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
充
実
さ
せ
、
情

報
を
速
や
か
に
提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
改
め
て
「
会

員
情
報
確
認
」
の
お
願
い
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お
願
い
た
し
ま
す
。

新
・
福
祉
文
化
シ
リ
ー
ズ
第
五
巻

「
福
祉
文
化
学
の
源
流
と
前
進
」（
明
石
書
店
）

日
本
福
祉
文
化
学
会
編
集
委
員
会
編
集
代
表

　永
山

　誠
〈
編
〉

雑
木
林
の
小
径

福
祉
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

斎
藤
遙
山
（
群
馬
県
）

柳
田
國
男
は
、
庶
民
の
歴
史
を
掘
起

す
民
俗
学
（
郷
土
研
究
）
の
創
始
者
だ

が
、
稀
代
の
旅
行
家
で
も
あ
っ
た
。
旅

行
を
通
じ
て
、
日
本
民
俗
学
を
形
成
し

た
と
も
言
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
明
治
人
は
ひ
た
す
ら

歩
き
、
土
地
の
人
か
ら
話
を
引
出
す
こ

と
、
彼
か
ら
学
ぶ
人
へ
の
課
題
を
示
す

こ
と
、
も
し
く
は
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に

も
、
と
て
も
長
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

徳
川
貴
族
院
議
長
と
の
確
執
に
よ
り

官
界
を
去
っ
た
彼
は
、『
雪
国
の
春
』『
海

南
小
記
』
の
旅
に
出
る
（
大
正
九
年
）、

自
身
も
紀
行
に
残
し
て
お
き
た
い
の
は

こ
の
旅
だ
け
と
い
う
長
い
旅
だ
っ
た
。

三
陸
の
唐
桑
浜
で
は
四
十
戸
足
ら
ず

の
地
区
で
一
戸
だ
け
残
り
、
あ
と
は
悉

く
流
さ
れ
た
海
嘯
の
話
を
聞
く
、
鵜
住

居
の
寺
に
は
団
欒
の
態
を
描
い
た
画
が

掛
け
ら
れ
、
そ
れ
は
多
く
海
嘯
の
犠
牲

者
と
い
う
。
浜
の
物
悲
し
い
盆
踊
り
歌

に
、「
忘
れ
て
も
忘
れ
き
れ
な
い
常
の

日
の
さ
ま
ざ
ま
の
実
験
、
遣
る
瀬
無
い

生
存
の
痛
苦
、
ど
ん
な
に
働
い
て
も
な

ほ
迫
っ
て
来
る
災
厄
、
如
何
に
愛
し
て

も
忽
ち
催
す
別
離
」
の
哀
し
み
、
そ
れ

を
想
う
こ
と
の
で
き
る
旅
人
だ
っ
た
。

旅
は
「
本
を
読
む
の
と
同
じ
」
で
あ

り
、
時
間
を
か
け
て
見
て
ま
わ
り
、
土

地
の
人
々
と
語
合
い
、
予
定
さ
れ
た
行

程
の
さ
ら
に
向
こ
う
に
ま
で
自
分
の
足

で
出
か
け
て
み
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り

初
め
て
、旅
は
「
世
を
知
り
人
を
知
る
」

こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

沖
縄
の
旅
で
、わ
た
く
し
た
ち
も
「
オ

キ
ナ
ワ
と
ヤ
マ
ト
」
の
視
点
は
求
め
う

る
、
し
か
し
そ
の
時
、
柳
田
は
同
時
に

「
干
瀬
の
人
生
」
で
あ
る
宮
古
や
八
重

山
の
人
び
と
へ
の
同
情
あ
る
眼
差
し
を

併
せ
持
っ
て
い
た
。
島
の
人
生
は
、「
生

き
る
と
云
ふ
こ
と
は
全
く
大
事
業
だ
。

あ
ら
ゆ
る
物
が
此
為
に
は
犠
牲
に
供
さ

れ
る
。
し
か
も
人
は
美
し
く
生
き
よ
う

と
す
る
願
が
常
に
在
る
。
苦
悩
せ
ざ
る

を
得
な
い
で
は
無
い
か
。」

わ
た
く
し
た
ち
は
、
人
と
話
合
い
、

人
と
人
と
の
関
係
を
整
え
、
互
い
の　

持
抱
く
能
力
を
発
現
さ
せ
る
方
法
と

し
て
、「
福
祉
文
化
」
を
位
置
づ
け
る
。

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
生
き
た
人
間
の
、
一

回
限
り
の
人
生
の
背
景
と
生
き
様
を
見

出
す
た
め
に
「
福
祉
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」

は
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
、
類
と
し
て

の
人
間
に
と
っ
て
は
雑
木
林
の
小
径
の

よ
う
に
、
自
然
と
人
間
と
の
営
み
の
場

で
あ
り
、
憩
い
の
散
歩
道
で
あ
り
、
ま

た
は
思
索
の
隘
路
で
も
あ
ろ
う
。

「
郷
土
研
究
の
第
一
義
は
、
手
短
に

言
う
な
ら
ば
平
民
の
過
去
を
知
る
こ
と

で
あ
る
。
…
…
平
民
の
今
ま
で
に
通
っ

て
来
た
路
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
平
民
か
ら
言
へ
ば
自
ら
知
る
こ

と
で
あ
り
、
即
ち
反
省
で
あ
る
。」

（『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』）

福
祉
文
化
の
交
差
点
③

～�

学
会
員
か
ら
3
回
に
分
け
て
福
祉
文
化
の

ル
ー
ツ
を
考
え
る
視
点
で
、
ご
寄
稿
い
た

だ
く
新
コ
ー
ナ
ー
で
す
～




